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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月2日(2016.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＮＴＳＣ比が８０％以上、且つ、コントラスト比が５００以上であって、スペクトルの
半値幅が６０ｎｍ以下の光を１００μｓ以下の応答時間で発光可能な発光モジュールを含
む画素と、
　前記画素が、８０ｐｐｉ以上の精細度で設けられた表示部と、
　前記発光モジュールの発光強度の過渡特性の一部を所望の輝度より高くする信号を生成
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する機能を有する回路とを備える表示装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記発光モジュールは、
　反射膜および半透過・半反射膜と、
　前記反射膜と前記半透過・半反射膜との間に設けられた一対の電極と、
　前記一対の電極の間に設けられた発光性の有機化合物を含む層を備える発光素子を備え
ることを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　請求項１において、
　前記発光モジュールは、
　反射膜を兼ねる第１の電極と、
　半透過・半反射膜を兼ねる第２の電極と、
　前記第１の電極と、前記第２の電極との間に設けられた発光性の有機化合物を含む層を
備える発光素子を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　請求項２又は３において、
　前記発光素子と重なるように設けられたカラーフィルタが設けられていることを特徴と
する表示装置。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記カラーフィルタは赤色を呈する光、緑色を呈する光、青色を呈する光のいずれか一
を透過することを特徴とする表示装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一において、
　前記発光モジュールと異なる発光強度の過渡特性を有する発光モジュールをさらに有す
ることを特徴とする表示装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一に記載の表示装置を備える電子機器。
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